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商
工
会
会
員
旅
行

今
年
度
の
会
員
旅
行
は
、
10
月
２

日
、
３
日
に
「
横
浜
・
鎌
倉
」
を
訪
ね

ま
し
た
。
両
日
と
も
好
天
に
恵
ま
れ

旅
行
日
和
で
し
た
。

羽
田
空
港
に
降
り
立
ち
、
貸
切
バ

ス
で
横
浜
に
む
か
い
、
中
華
街
で
ラ

ン
チ
。
腹
ご
し
ら
え
の
後
は
、
山
下

公
園
ま
で
移
動
し
、
北
太
平
洋
航
路

で
長
ら
く
運
航
さ
れ
、
平
成
28
年
に

国
の
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
た

「
日
本
郵
船
氷
川
丸
」
を
見
学
し
ま

し
た
。

そ
の
後
は
、
能
登
と
も
ゆ
か
り
の

深
い
、「
曹
洞
宗
大
本
山
總
持
寺
」
で

１
時
間
に
わ
た
り
、
修
行
僧
よ
り
總

持
寺
の
歴
史
、
堂
内
の
施
設
、
移
転

の
理
由
、
修
行
僧
の
一
日
な
ど
興
味

深
い
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

初
日
の
最
後
は
、「
キ
リ
ン
ビ
ー
ル

横
浜
工
場
」
で
出
来
立
て
ビ
ー
ル
の

飲
み
比
べ
を
堪
能
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
一
路
、
鎌
倉
へ
。

「
鎌
倉
大
仏
」
で
有
名
な
高
徳
院

で
、
参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影
。

そ
の
後
、
鎌
倉
幕
府
初
代
将
軍

源
頼
朝
ゆ
か
り
の
「
鶴
岡
八
幡
宮
」

を
参
拝
し
、
お
土
産
物
か
ら
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
グ
ッ
ズ
、
グ
ル
メ
、
ス
イ
ー

ツ
な
ど
の
お
店
が
軒
を
並
べ
て
賑
わ

う
「
小
町
通
り
」
を
散
策
し
ま
し
た
。

鎌
倉
を
楽
し
ん
だ
後
は
、
羽
田
空

港
で
抱
え
き
れ
な
い
ほ
ど
お
土
産
を

購
入
し
参
加
者
一
同
、
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。

２
泊
３
日
の
会
員
旅
行
が
３
年
間

続
い
た
こ
と
も
あ
り
、
今
回
は
、
１

泊
２
日
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
度
も
多
く
の
会
員
さ
ん
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
企
画
を
行

い
ま
す
の
で
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ

さ
い
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
も
あ
り
、

ス
ム
ー
ズ
な
会
員
旅
行
と
な
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
58
回
石
川
県
商
工
会
大
会

11
月
１
日(

木)

、
金
沢
市
の
金
沢

流
通
セ
ン
タ
ー
に
て
県
内
商
工
会
関

係
者
約
６
０
０
人
が
出
席
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

商
工
会
役
職
員
・
青
年
部
・
女
性

部
功
労
者
・
地
域
貢
献
企
業
及
び
優

良
従
業
員
等
２
３
０
の
団
体
や
個
人

な
ど
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
商
工
会
の
受
賞
者
（
事
業
所
）

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
石
川
県
知
事
表
彰

商
工
会
役
員
功
労
者
（
女
性
部
功
労
者
）

垣
内

節
子

◎
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

会
員
事
業
所
優
良
従
業
員

垣
内

仁
司
（
能
州
運
輸
㈱
）

◎
石
川
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

商
工
会
役
職
員
功
労
者
（
役
員
功
労
者
）

澤
田

広
一

地
域
貢
献
企
業

㈲
ワ
タ
ナ
ベ

（
代
表

渡
邊

宗
和
）

㈲
サ
ン
ワ
工
業
（
代
表

野
中

久
輝
）
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補
助
金
活
用
事
業
所
紹
介

補
助
金
を
活
用
し
て
新
商
品
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
所
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
事
業
所
名

谷
口
製
紐
㈱

◆
補
助
金
名

い
し
か
わ
次
世
代
産
業

創
造
フ
ァ
ン
ド
（
新
技
術
・
新
製
品
研
究
開
発
支
援
事
業
）

◆
研
究
テ
ー
マ

高
耐
熱
無
機
繊
維
を

用
い
た
大
口
径
組
紐
の
開
発

◆
取
組
内
容

搬
送
用
ロ
ー
ラ
ー
の

保
護
材
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
、

耐
熱
性
の
高
い
無
機
繊
維
の
大
口
径

組
紐
の
開
発
を
行
い
ま
す
。

現
在
は
、
直
径
95
㎜
が
限
界
で
あ

る
組
紐
の
太
さ
を
１
３
０
㎜
に
す
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

「
広
域
商
工
会
協
議
会

商
工
業
懇
談
会
」
を
開
催

10
月
16
日(

火)

和
倉
温
泉
「
は
ま

づ
る
」
に
て
、
中
能
登
町
商
工
会
と

合
同
で
開
催
し
、
両
商
工
会
の
役
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
石
川
県
商
工
労
働

部
経
営
支
援
課
の
山
森
博
司
氏
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
い
し
か
わ
中
小

企
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
フ
ァ
ン
ド
」

な
ど
の
支
援
施
策
の
他
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
事
業
承
継
に
関
す
る
支
援

体
制
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

研
修
会
終
了
後
、
参
加
者
の
間
で

地
域
の
現
況
等
に
関
し
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

「
働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

10
月
10
日(

水)

に
「
働
き
方
改

革
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
13
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
で
社
会
保
険
労
務
士
の
二
口

寛
氏
か
ら
、
来
年
４
月
か
ら
順
次
施

行
さ
れ
る
働
き
方
改
革
関
連
法
の
改

正
へ
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

時
間
外
労
働
の
上
限
が
法
律
に
規

定
さ
れ
る
こ
と
や
そ
れ
に
関
連
し
労

働
時
間
の
把
握
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、

年
次
有
給
休
暇
を
確
実
に
取
得
す
る

方
法
等
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
き
ま

し
た
。

受
講
者
か
ら
は
わ
か
り
や
す
か
っ

た
と
い
う
声
が
多
数
あ
り
、
関
連
し

た
補
助
金
に
取
り
組
む
意
向
の
事
業

所
も
あ
り
ま
し
た
。

「
消
費
税
転
嫁
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

９
月
26
日(
水)

に
「
消
費
税
転
嫁

対
策
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
14
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
、
七
尾
税
務
署
職
員

か
ら
来
年
10
月
に
実
施
さ
れ
る
軽

減
税
率
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、
中
小
企
業
診
断
士

の
荒
木
泰
之
氏
か
ら
消
費
税
引
上
げ

後
も
業
績
向
上
に
結
び
付
け
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
具
体
的
事
例
に
よ
り

説
明
を
受
け
、
学
ん
だ
こ
と
を
基
に

顧
客
の
喜
び
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

い
っ
た
声
等
が
あ
り
ま
し
た
。

●
レ
ジ
補
助
金
の
申
請
は
お
早
め
に

【
消
費
税
軽
減
税
率
対
策
補
助
金

（
レ
ジ
補
助
金
）
・
国
】

複
数
税
率
対
応
レ
ジ
の
導
入
や
受

発
注
シ
ス
テ
ム
の
改
修
な
ど
を
行
う

に
あ
た
り
、
そ
の
経
費
の
一
部
が
補

助
さ
れ
ま
す
。

平
成
31
年
９
月
30
日
ま
で
に
導

入
・
改
修
完
了
し
た
も
の
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
締
め
切
り
間
近
は
、
駆

け
込
み
導
入
が
予
測
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

採択式で谷本知事に事業説明

広域商工会協議会商工懇談会の様子
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「
青
年
部
」
活
動

●
「
も
り
う
み
の
木
」
下
草
刈
り

10
月
11
日
（
木
）
中
島
町
の
植
樹

地
「
も
り
う
み
の
木
」
に
て
、
６
月
に

引
き
続
き
、
今
年
度
２
回
目
の
下
草

刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
青
年
部
員
11

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
「
も
り
う
み
の
木
」
は
、
青
年

部
員
が
平
成
27
年
に
山
と
海
の
環

境
を
守
る
た
め
に
植
樹
し
た
も
の
で

す
。

●
「
保
育
園
演
劇
」
訪
問

10
月
29
日
（
月
）
、
あ
か
く
ら
こ

ど
も
園
・
七
尾
市
立
の
と
じ
ま
保
育

園
へ
、
劇
団
「
羅
針
盤
」
を
お
迎
え

し
、
演
劇
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
演
目
は
「
は
み
が
き
大
好

き
！
～
ム
シ
バ
イ
キ
ン
を
や
っ
つ

け
よ
う
～
」
で
、
は
み
が
き
の
大
切

さ
を
園
児
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

青
年
部
で
は
、
地
域
貢
献
事
業
の

一
環
と
し
て
、
次
代
の
地
域
の
担
い

手
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
毎
年
標

記
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

「
女
性
部
」
活
動

●
「
経
営
者
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
」
開
催

講
師
：
㈱
ハ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン

中
村
清
美

氏

事
前
に
ウ
ェ
ブ
上
で
個
別
回
答
し

た
「
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
診
断

書
」
を
参
考
に
、
講
習
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
自
分
自
身
の
怒
り
の
傾
向

が
分
析
さ
れ
て
お
り
、
相
手
に
自
分

の
気
持
ち
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
こ

と
が
大
切
か
と
い
う
こ
と
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

豪
雨
災
害
後
の
９
月
３
日(

月)

開

催
で
し
た
が
、
片
付
け
の
合
間
を
縫

っ
て
参
加
さ
れ
た
部
員
さ
ん
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
講
座
前
に
は
宮

本
周
司
参
議
院
議
員
が
訪
問
さ
れ
、

小
規
模
事
業
者
を
支
援
す
る
国
の
施

策
な
ど
に
つ
い
て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

●
「
体
力
作
り
講
習
会
」
開
催

講
師
：
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ガ
レ
ー
ジ
な
な
お

小
梶

崇

氏

10
月
18
日(

木)

、
「
頭
と
体
を
使

う
自
宅
で
出
来
る
体
操
」
と
「
ス
テ

ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
に
つ
い
て

の
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
運
動
す

る
こ
と
で
脳
の
萎
縮
が
軽
減
さ
れ
、

日
々
の
運
動
が
認
知
症
予
防
に
効
果

的
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

商
工
貯
蓄
共
済
加
入
促
進
強

化
月
間
優
秀
商
工
会
（
20
商

工
会
中
第
５
位
）
と
な
り
ま
し

た
。
加
入
推
進
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

小さな掛け金で不慮の事故によるあらゆるケガを保障 

ろくほく地域振興券プレゼント
Ⅰ型加入で 2,000 円分（Ⅰ型以外は 1,000 円分） 

加入促進キャンペーン延長実施中！

スティックウォーキングの体験

10月 30日付 北陸中日新聞より
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平成 30 年 11 月 2 日現在 
平成 30 年 11 月 2 日現在 

か
き
祭
期
間
イ
ベ
ン
ト

協
賛
店
募
集

「
七
尾
湾
能
登
か
き
祭
」
期
間
イ
ベ

ン
ト
（
１
月
６
日
～
３
月
31
日
）

の
協
賛
飲
食
店
・
直
売
所
を
募
集
い

た
し
ま
す
。
内
容
は
、
協
賛
店
の
メ

ニ
ュ
ー
や
店
舗
情
報
を
紹
介
し
た
チ

ラ
シ
を
作
成
し
て
観
光
施
設
な
ど
で

配
布
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
込
み
は

11
月
15
日(

木)

ま
で
に
商
工
会
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ろ
く
ほ
く
地
域
振
興
券
の
取
扱
い
に
つ
い
て

ろ
く
ほ
く
地
域
振
興
券
は
、
商
工

会
本
所
・
支
所
に
て
販
売
し
て
お
り
、

七
尾
市
の
能
登
空
港
利
用
助
成
金
・

出
産
祝
い
金
・
敬
老
祝
い
金
と
し
て

も
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

店
舗
で
受
け
取
っ
た
振
興
券
は
、

毎
月
10
日
ま
で
に
商
工
会
窓
口
（
本

所
・
支
所
）
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
支

払
い
は
、
15
日
に
指
定
口
座
へ
振
込

い
た
し
ま
す
。
10
日
・
15
日
が
土
日

祝
の
場
合
は
、
翌
営
業
日
が
締
日
、

振
込
日
と
な
り
ま
す
。

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き

は
お
済
で
す
か
？

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）
は
、
労
働
者
が
仕
事
中
や
通
勤

途
上
で
事
故
に
あ
っ
た
場
合
、
ま
た

失
業
し
た
場
合
等
に
、
保
険
給
付
が

受
け
ら
れ
る
な
ど
、
職
場
の
安
全
・

安
心
及
び
雇
用
の
安
定
や
失
業
の
予

防
を
図
る
た
め
の
保
険
制
度
で
す
。

従
業
員
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い

る
事
業
主
は
、
原
則
と
し
て
業
種
や

規
模
に
関
係
な
く
、
労
働
保
険
の
加

入
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
急
な

加
入
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
労
働
基
準
監
督
署
・
公

共
職
業
安
定
所
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

七
尾
労
働
基
準
監
督
署

☎
５
２-

３
２
９
４

七
尾
公
共
職
業
安
定
所

☎
５
２-

３
２
５
５

11
月
・

12
月
行
事
予
定

《
11
月
》

1
日

石
川
県
商
工
会
大
会

3
日

県
青
連
親
睦
ス
ポ
ー
ツ
大
会

5
日

事
業
計
画
策
定
セ
ミ
ナ
ー
①

6
日

青
年
部
常
任
委
員
会

8
日

金
融
審
査
委
員
会
・
月
例
会

女
性
部
お
も
て
な
し
交
流
プ
ラ
ン
個
別
指
導

事
業
計
画
策
定
セ
ミ
ナ
ー
②

11
日

女
性
部
な
か
じ
ま
に
ぎ
わ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店

12
日

事
業
計
画
策
定
セ
ミ
ナ
ー
③

15
日

商
工
会
全
国
大
会

19
日
～
20
日

観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
・
商
業
部
会

合
同
視
察
研
修
旅
行

21
日

工
業
部
会
視
察
研
修
旅
行

21
日
～
22
日

商
工
会
青
年
部
全
国
大
会

22
日

事
業
計
画
策
定
セ
ミ
ナ
ー
④

29
日

理
事
会
・
市
長
と
の
懇
談
会

《
12
月
》

4
日

青
年
部
常
任
委
員
会

13
日

女
性
部
お
ひ
な
様
定
例
会

20
日

広
域
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー

21
日

女
性
部
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会

商 業 113

工 業 70

土 木 建 築 94

観光サービス 144

定 款 事 業 所 21

特 別 会 員 2

合 計 444

制度名 利率（%)

小企業等経営改善貸付

（マル経） 
1.11 

石川県小口追認 

（一般分） 
1.75 

商工貯蓄共済 

融資 

1.075～

2.475 

☆石川県最低賃金改正のお知らせ 

石川県最低賃金額（発効日：平成 30 年 10 月 1 日） 

時間額806 円 （25 円 UP）

詳しくは、石川労働局または労働基準監督署にお尋ねください。

 最低賃金制度  検索 

石川労働局 HP ⇒ http://ishikawa-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

会 員 数主な融資金利


